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は じ め に 

代 表  村 松 敦 子 

 

１ 思いがけないコロナ禍の下、皆様いかがお過ごしでしょうか？ 

  目に見えないウイルスに対して、人類は、活動を自粛しウイルス拡散を防止する以外無力であ

ることを露呈しました。虐待やＤＶにさらされている人達のことが心配でしたが、キャプネット

も電話相談等の活動を４月２０日から５月６日迄休止せざるをえませんでした。５月７日再開し

ております。 

 

２ キャプネットの２０期（2019 年 4 月～2020 年 3 月)の主な活動報告です。 

① 電話相談は６１２件（新規６７件）で、新規・継続とも、広報活動の成果により増加しまし 

た。継続が圧倒的に多いのですが、新規は「親」から「現在の虐待」で相談内容は育児不安 

と心の病気が過半数を占めます。 

電話相談員さんは現在３２名の稼働、１７期から同程度で推移しています。 

② ５件のケースが電話相談から個別支援につながり、児童相談所と、母親グループにつながり 

ました。１７期には７回もあった市町村（行政）からの個別ケース検討会議への支援要請が、 

２０期には全くなく、気がかりです。 

③ 母親グループ（託児付）への参加は、新規加入が１０名で、総１９６名、平均参加人数 3.1 

人と、１７期の 5.5 人から減少しており、グループのダイナミックスを考えると、参加が増 

えることを期待します。 

④ 予防活動としての「楽になりたい子育て講座」（連続５回の講座）は９年が経過し、年２回の

開催に７名の参加者でした。高評価です。 

怒鳴らない・殴らない子育ては子どもの自己肯定感の育成には不可欠です。 

 

３ 平成３０年度全国２１２か所の児童相談所が児童虐待相談として対応した件数は過去最多の

約１６万件で一時保護は約２万件でした。平成の３０年間は、児相につながっても約８割強は保

護されず自宅で親の暴言等にさらされ続け、また、保護されたとしても一時保護所は、その過度
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に厳格な管理体制が敷かれているとして昨年国連が日本政府に全面閉鎖を勧告した施設です。 

   学校では教師の体罰は容認され暴言は問題視すらされず、いじめは過去最高の５４万件（８

割近くが小学校）、校内での暴力行為も三校に一校の割合で 7万件（半数が小学校）もあります。

いじめも、暴力行為も小学校で多いという由々しき事態です。 

 

   日本で育成される子どもにとっては、受難の時代です。 

幸せな子ども時代を送らなければ、思いやりのある子どもは育成されません。 

自分を守り、他人を守り、コロナのような脅威から社会を守ろうとする国民の育成は急務で、

体罰（暴力）容認の国民意識を改変し、家庭からも、学校からも、社会からも暴言暴力が一掃さ

れる政策を、キャプネットは求め続けます。 
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１．電話相談 

 

1）電話相談体制について 

 電話相談は、キャプネット・みやぎの基幹事業です。虐待での悲惨な事件が後を絶たない中、全国の相談件数

は増加の一途を辿っています。キャプネット・みやぎでは、昨年より広報活動を充実させ、 

ホームページ、LINE.フェースブックの他、ラジオ、地域情報誌などでの情報発信を行っております。 

その結果、昨年度に引き続き電話相談件数が、新規・継続ケースともに増えました。 

相談員は、相談者の心に寄り添うこと、社会からの孤立を防ぐことなど、更には虐待の防止につながることがで

きるよう、研修会や自己研鑽を継続しながら、電話相談を行なっております。 

 

年 月 受付 回線 

1999 年 10 月１期 週１日土曜午後のみ 1 回線 

2000 年 5 月２期 週 2 日 月曜 土曜(10:00〜16:00) 1 回線 

2001 年 2 月３期 週 3 日 月曜・水曜・土曜(10:00〜16:00) 1 回線 

2002 年 2 月４期 週 3 日 月曜・水曜・土曜(10:00〜16:00) ２回線 

2007 年 12 月９期 週 6 日 月曜〜土曜(10:00〜16:00) ２回線 

2010 年 8 月 12 期 週 6 日 月曜〜土曜(10:00〜16:00) ２回線＋全国ナビ 

2014 年 10 月 16 期 週 6 日 月曜〜土曜(10:00〜13:00) ２回線 

2020 年 4/20〜5/6 新型コロナウイルス感染対策による休止  

      

年 月 電話相談員実働数 1 日の当番人員数 

2014 年 １５期 ３８人 ４人 

2015 年 １６期 ４０人 前期４人 後期２人 

2016 年 １７期 ３２人 ２人 

2017 年 １８期 ３３人 ２人 

2018 年 １９期 ３２人 ２人 

2019 年 ２０期 ３２人 ２人 
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第２０期電話相談統計　（２０１９年４月１日〜２０２０年３月３１日）

１　電話相談総合統計

284日

受理件数

件数

67

545

合計 612

一日平均受理数 2.15件

２　新規相談に関する統計(1)

新規相談者性別（ｎ＝６７）

成人　男 10

成人　女 57

未成年　男 0

未成年　女 0

相談者合計 67

新規相談者内訳（誰がかけてきたか）

虐待者本人（実父） 2

虐待者本人（実母） 25

実父母以外の虐待者

被虐待者 2

配偶者・親族 3

近隣・第三者 6

施設・行政機関 7

虐待関連以外 22

相談者合計 67

新規相談内容（重複有）

現在の虐待 28

現在の被虐待 4

過去の虐待 4

過去の被虐待 3

育児不安 18

非行問題 1

いじめ 1

不登校 1

対人関係 4

家庭内暴力 3

ＤＶ 6

ＤＶ以外の夫婦問題 4

嫁姑問題 0

学校・近隣への不満 3

心の病気 10

経済苦 0

その他 9

稼働日数

内訳

新規

継続

不明

虐

待

関

連

虐

待

に

関

連

し

そ

う

な

相

談

新規

11%

継続

89%

相談内訳 N=612

成人 男性

１５%

成人 女性

８５%

相談者の性別内訳 N=６７

虐待者本人

（実父）

3%
虐待者本人

（実母）

37%

被虐待者

3%配偶者・親族

5%

近隣・第者

5%

施設・

行政機関

2%

虐待関連

以外

36%

相談者内訳 N=６７

現在の虐待

28%
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4%

過去の虐

待

4%

過去

の被

虐待

3%

その他

61%

相談内容内訳 （重複選択）
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３　新規相談に関する統計(2)

紹介した機関

1

2

5

4

1

1

7

9

キャプネット・みやぎの情報源

リーフレット・カード 4

テレビ・ラジオ 0

講演･研修 1

新聞 0

ホームページ 10

知人・友人 1

行政・他機関窓口 9

自助グループ 0

その他 6

不明 6

合計 37

件数

児童相談所 8

自助グループ 0

医療機関 9

民生児童委員 0

行政機関 6

家庭裁判所・弁護士 2

その他 7

無し 1

不明 4

４　新規相談　現在の虐待・被虐に関する待統計

虐待内容の内訳

件数（重複）

身体的虐待 17

心理的虐待 16

ネグレクト 3

性的虐待 1

不明 0

リスク要因

件数（重複）

親のリスク 9

子ども側のリスク 10

家族要因 10

孤立した育児 4

経済苦 0

その他，不明 7

虐待者の居住地

仙台市 20

県北 3

県南 1

県外 1

不明 10

被虐待児の年齢

0

9

8

0

12

4

2

1

2

　０歳

　１才〜３才

　４才〜６才

不明未就学児

弁護士会

他の相談機関

その他

他機関への相談の有無

機関

虐待内容

リスク要因

警察

児童相談所

医療機関

行政福祉事務所

母親グループ

　７才〜１２才

１３才〜１７才

１８歳

不明就学

成人

育児不安

30%
非行2%

いじめ

2%
不登校

2%
対人関係

7%家庭内暴力

5%
ＤＶ

10%
ＤＶ以外の夫婦

問題 7%

学校・近隣へ

の不満

5%

心の病気

17%

その他

15%

その他相談内訳

リーフレット・

カード

11%

ホームページ

27%

知人・友人

3%

行政・

他機関窓１２%

その他

16%

不明

16%

電話相談情報源

身体的虐待

46%
心理的虐待

43%

ネグレクト

8%
性的虐待

3%

虐待内容内訳 （重複選択）

親のリスク

23％

子ども側の

リスク

25%

家族要因

25%

孤立した育児

10%

その他，不明

18%

虐待リスク要因（重複選択）

０歳

0% １才〜３才

24%

４才〜６才

21%

７才〜１２才

32%

１３才〜１７才

10%

１８歳

5%

不明就学

3%
成人

5%

被虐待児の年齢
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２）電話相談員養成講座 

電話相談員養成講座は設立当初から継続し、講座としては２２期生養成講座となりました。 

第２２期電話相談員ボランティア養成講座 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

専門（ロールプレイ）講座 

日程 ２０１９年 １１月３０日（土） 

時間 講座①  １０：００〜１２：００ 

   講座②  １３：００〜１４：３０  

 

第２１期電話相談員オリエンテーション 

 日程 ２０２０年  １月１８日 

 

３）電話相談員研修について 

① 月一回の相談員定例会を円滑な電話相談運営、情報の共有と相談員の相互理解の場とし、また、 

内外の講師による研修や事例検討､スーパービジョングループの報告など相談員のスキルアップ 

の場としています。今期は７月１４日に一日研修として２名の外部講師を招き研鑽を深める事が 

できました。 

2919. 4.13 ： 「楽になりたい子育て講座」  菅原ゆり、三星容子、奥平よう子相談員 

2019. 5.11 ： 「母親グループについて」  古積路子相談員 

2019 .7.13  ： 研修部会共同企画「のびすくの役割及びのびすく泉中央の特徴 

         のびすく泉中央を利用する親子を通して観る最近の子育て事情 」 

        講師 小川ゆみ氏 一般社団法人 ウィング代表理事 

子育てふれあいプラザのびすく泉中央館長 

 

2019. 9.14  ： 「オープンQ・クローズドQ について」講師 加藤裕子先生 

2019.12.14 ： 「キャプネット・みやぎ 20周年記念 斎藤学先生によるオープンカウンセリングの感想」 

各相談員発表 

 

日時 講師名 講座内容 

 ９月  ７日 （土） 

１０：００～1２：００ 

仙台市立病院 

救命救急センター長 

小児科医  村田 祐二 

虐待の要因と背景 

９月１４日 （土） 

１４：００～1６：００ 

東北会病院院長 

精神科医 石川 達 
養育者の支援 

９月２８日 （土） 

1０：００～1２：００ 

東北会病院 

ソーシャルワーカー 

鈴木 俊博 
虐待防止の制度と資源 

１０月 ５日 （土） 

１０：００〜１２：００ 

弁護士 

村松 敦子 

子ども虐待とは 

キャプネットみやぎの活動について 

１０月２７日 （土） 

1３：００～1５：００ 

ワナ・クリニック 

カウンセラー 

大和田 誠子 
自分を知るワーク 
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2020. 1. 10 ： 研修部会企画 3団体合同研修会「活動報告と今後について」 

        講師 ハーティ仙台代表  八幡悦子氏 

           チャイルドラインみやぎ代表 小林純子氏 

           キャプネット・みやぎ代表  村松敦子 

2020. 1.11  ： 「ジャスピカンの報告 」東田美香相談員 

2020. 3.14  ： 「電話相談の３原則について 」鈴木事務局長 

 

② グループスーパービジョンを 3グループ編成で実施。スーパーバイザーもグループ固定ではなく 

定期的に交替して相談員研修の機会均等を図り、個別ケース対応や相談の質向上に努めました。 

 

２．支援活動 

１） 地域ネットワーク 

２０期での地域ネットワークの取り組みは以下の通りです。 

地域ネットワーク関連会議 

  ２０１９年 

   ５月 ３０日 個別ケース検討会議 宮城総合支所 

６月 １０日 多賀城市要保護児童対策地域協議会  

２４日 仙台市要保護児童対策地域協議会 代表者会議 

     ２６日 青葉区宮城総合支所要保護児童対策地域協議会 実務者会議 

     ２８日 宮城野区要保護児童対策地域協議会 実務者会議 

         青葉区要保護児童対策地域協議会 実務者会議 

７月  ４日 泉区要保護児童対策地域協議会 実務者会議 

３日 太白区要保護児童対策地域協議会 実務者会議 

      ６日 個別面接① 個別面接② 個別面接③ 

      ９日 若林区要保護児童対策地域協議会 実務者会議 

     １０日 富谷市要保護児童対策地域協議会 実務者会議 

９月  ６日 宮城県婦人保護事業関係機関ネットワーク連絡協議会  

１０月  8 日 多賀城市要保護児童対策地域協議会 実務者会議 

     ２５日 青葉区要保護児童対策地域協議会 実務者会議 

         宮城野区要保護児童対策地域協議会 実務者会議 

     ２９日 若林区要保護児童対策地域協議会 実務者会議 

１１月 1 日 泉区要保護児童対策地域協議会 実務者会議 

６日 富谷市児童虐待防止連絡協議会 実務者会議 

8 日 太白区要保護児童対策地域協議会 実務者会議 

１２月１４日 宮城総合支所要保護児童対策地域協議会 実務者会議  

２０２０年 

 １ 月１７日 大和町虐待防止対策地域協議会代表者会議 

    ２９日 宮城県子ども虐待対策連絡協議会及び研修 

    ３０日 多賀城市要保護児童対策地域協議会 

 ２ 月１２日 富谷市児童等虐防止連絡協議会 要保護児童実務者会議 

    ２５日 青葉区要保護児童対策地域協議会 実務者会議 

    ２７日 若林区要保護児童対策地域協議会 実務者会議 

 

 

 

３）母親グループ事業 
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  （1）２０期実績 

 

  

  

 

 

 

 

年⽉ 回数 参加者 託児数 新規参加
2019 年 4 ⽉ 4 10 5 1
2019 年 5 ⽉ 4 13 0 1
2019 年 6 ⽉ 4 16 1 0
2019 年 7 ⽉ 4 15 2 0
2019 年 8 ⽉ 4 20 6 1
2019 年 9 ⽉ 4 10 2 1
2019 年 10 ⽉ 4 12 2 0
2019 年 11 ⽉ 3 10 0 2
2019 年 12 ⽉ 4 20 4 3
2020 年 1 ⽉ 4 8 1 1
2020 年 2 ⽉ 4 5 0 0
2020 年 3 ⽉ 4 7 3 0

合計 47 146 26 10

2019年4⽉〜2020年3⽉ ⺟親グループ参加者内訳

登録者数 196⼈（新規10⼈）
（参加者の新規参加⽇はそれぞれ異なります）

順位 ＩＤ 回数(延べ)

1 47 246
2 37 186
3 152 176
4 60 162
5 131 156
6 97 154
7 136 139
8 91 133
9 164 124
10 78 123
11 92 120
12 99 120
13 135 112
14 70 108
15 74 108
16 79 103
17 150 97
18 108 93
19 168 86
20 32 84

◉前期(2019/4〜9)は延べ84⼈で平均3.5⼈、後期(2019/10〜2020/3)は
延べ62⼈で平均2.7⼈となりました。20期全体では延べ146⼈で平均は
3.1⼈となりました。参加⼈数は前期に⽐べ16⼈増加となりました。
◉初回⾯談(新規参加者)は10⼈ありました。
◉2019年9⽉に⺟親グループ全体会議を⾏いました。

個人別グループ参加頻度上位 20位 

2000.10～2020.03 

10

13

16 15

20

10
12

10

20

8

5
7

1 1 1 1
2

3
1

5 1
2

6 2

2

4

1
3

0

5

10

15

20

25

43556 43586 43617 43647 43678 43709 43739 43770 43800 43831 43862 43891

⽉別グループ参加内訳表
参加者 新規参加 託児数

平均参加者 3.1⼈ （146⼈/47回）
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３．広報・啓発  

１) ニュースレター発行 

    ５4 号 2019 年 8 月 

    ５5 号 2020 年 １月 

 

2）講演会・市民講座の開催 

 ２０１９年 

１１月 ９日 ２０周年記念 斎藤学氏と当事者によるオープン・カウンセリング開催 

 

 

３）報道取材 

  ４月 ６日 河北新報社 取材 

  ５月１４日 河北新報社 取材 

  ７月 ５日 NHK 仙台放送局 取材 

   

４）講師派遣 

  ２０１９年 

   ４月１４日 Crossover イベント 講師派遣 

２０日 仙台カウンセリング研究会研修 講師派遣 

   ５月２３日 宮城総合支所子育て支援ネットワーク研修 講師派遣 

   ６月 ５日 東松島市要保護児童対策地域協議会研修 講師派遣 

   ８月 ７日 宮城県東部教育事務所学ぶ土台づくり研修会 講師派遣 

     １７日 保育士キャリアアップ研修 講師派遣 

   ９月１０日 気仙沼市 被災地における DV予防啓発講座 講師派遣 

     １８日 宮城県保育協会 中堅保育士研修 講師派遣 

     １９日 子育て応援団ゆうわ ホームビジター養成講座 講師派遣 

  １０月２５日 仙台地方検察庁 児童虐待事案に対する他機関県警協議会研修 講師派遣 

     ２９日 仙台市民生委員児童委員協議会研修 講師派遣 

  １１月１２日 柴田町 被災地における DV予防啓発講座 講師派遣 

     ２３日 虐待防止・県北シンポジウム 共催 講師派遣 

  １２月 ７日 ふくしの杜ネットワーク 講師派遣 

     １４日 黒川地区 医・保・幼・教・養護学習懇話会 講師派遣 

 

  ２０２０年 

   １月２４日 のびすく泉中央 「育ちの楽校」講師派遣 

２月２３日 吉成・南吉成子育て支援ネットワーク拡大研修会 講師派遣 

 

５）広報活動 

  ２０１９年 

   ５月    市民活動サポートセンター誌 ぱれっと 活動取材記事掲載 

   ７月 ２日 「笑顔で働きたいママのフェスタ」ブース出展 

   ８月２６日 fmいずみ Daily Cafe  番組出演 

  １０月２９日 fmたいはく 「ソーシャルで行こう」 番組出演収録 

   

２０２０年 
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   １月 地域みっちゃく生活情報誌 とみいず 「虐待のない宮城県へ」①取材記事掲載 

   ４月 地域みっちゃく生活情報誌 とみいず 「虐待のない宮城県へ」②取材記事掲載 

 

毎月 子育て応援アプリ「まちのび」で「お悩みQ＆A」コラム掲載 

 

   イオン 幸せの黄色いレシートキャンペーン 店頭活動 

    2019 年 4 月 10 日, 5 月 11 日, 9 月 11 日, 

2020 年 1 月 11 日 実施 

 

    ホームページ、Twitter, Facebook で随時情報更新 

 

 

4. 予防活動  
 

『子育て講座』活動報告 

 

「子育て講座」の予防活動は９年が経過しました。第１９回及び第２０回共に、トレーナー３

名で活動を継続することができました。託児スタッフは、電話相談員６名と、キャプネット会員

協力者１名から協力を得て、託児する子どもの人数に合わせ、ローテーションを組みながら託児

を行いました。受講者は２回の講座で合計７名でしたが、アンケートからも分かるように高評価

を得ることができました。 

クラス評価の結果を見ると、受講者には好意的に受け入れられた様子が分かります。特に、「ロ

ールプレイが有益であった」「他の母親にも勧めたい」という感想が多く、トレーナーがそれぞれ

の家庭の状況に合わせた練習を工夫しながら母親と行う講座を、今後も継続して開く意義が強く

感じられました。 

 

第１９回子育て講座 ２０１９年 ５月１１日・１８日・２５日  

６月１日・８日・1５日 （毎週土曜日） 

第２０回子育て講座 ２０１９年 １０月５日・１１日・１９日・２６日  

１１月２日・１６日（土曜日・金曜日） 

 

２０２０年２月２８日（金）14：00～16：00、青葉区家庭健康課にて、 

「保護者支援のために」という内部研修として「子育て講座」ダイジェスト版を実施 
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『楽になりたい子育て講座』 第１9 回・第２０回 「クラス評価」アンケート集計 

（2019 年５月・１０月） 受講者：７名  回収：６名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

評価 質問１ 質問２ 質問３ 質問４ 質問５ 

７  ５  ２ ５  ３  ４ 

６  １  ３  １  ２  １ 

５   １   １  １ 

４      

３      

２      

１      

評価 講座 ロールプレイ ディスカッション ビデオ 宿題 

７  ２  ３  ２  ２  １ 

６  １     １ 

５     １  １ 

４      

３      

２      

１      

無回答  ２   ２  ３  ２ 

○のみ  １  ３  ２   １ 

評価 S1 S2 S3 S4 S5 S6 

７  １  ２  ２  ３  ３  ２ 

６  １  １  １    １ 

５  １      

４       

３       

２       

１       

無回答  ３  ２  ２  ２  １  

○のみ   １  １  １  ２  ３ 

質問１ 講座のセッションはあなたが親として、子どもに
教育するのに有益なものとなりましたか？  

質問２ 教材は適切でしたか？  
質問３ 講師はあなたの質問に適切に答えてくれました

か？  
質問４ 講師は子どもをどう教育していくのかに有用に

なるような例をたくさんあなたに話してくれまし
たか？ 

質問５ このセッションはあなたの家族に良い変化をも
たらせましたか？ 

 
 

 《質問６》どのアクティビティがあなたにとって有益でしたか？ 

S1：わかりやすいコミュニケーション  

S2： 良い結果・悪い結果  

S3 ：効果的なほめ方  

S4 ：予防的教育法 

S5 ：問題行動を正す教育法  

S6 ：自分自身をコントロールする教育法

（Ｓ：セッション） 

≪ コメント  気づいたこと・感想など ≫ 

 

・受講の前と後で、子供への接し方が変わったと思う。 

・実際の生活の中で使える子育ての方法がロールプレイ

で練習できました。 

・（トレーナーが質問に答えてくれて）疑問に思ってい

たことがクリアになりました。 

・自分の思っている事がお話できたり、疑問に思ってい

る事が解決して、気持ちが楽になりました。 

・子供に対する言葉かけ、接し方を学ぶことができまし

た。 

・ロールプレイ（練習）が役立った   ４名 

・他の親にセッションを勧めたい   ６名 

 

高
評
価 

 

《質問７》どのスキル（Ｓ１～Ｓ６）があなたにとって有益でしたか？ 

S１ 「しつけ」って怒らないでできるの？ 

S２ 子どもの問題行動って減らせるの？ 

S３ 子どもの良い行動って増やせるの？ 

S４ 前もって教える方法 

S５ 「してほしいこと」の練習 

S６ 自分も「子ども」も落ち着くにはどう

したらいいの？ 

（Ｓ→セッション） 
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5．調査・研究、研修 

 

 １）毎月１回 相談員グループスーパービジョン研修実施 

 ２）毎月第２土曜日 電話相談員定例会研修実施 

  ３）1２月２１日〜２２日 第 25回日本子ども虐待防止学会学術集会ひょうご大会 参加 

           パネル展示「虐待家族へのサポート資源にもっと予算と人手を！」発表  

 

6．関連団体との連携活動（コラボレーション） 

  ２０１９年 

６月１５日 認定特定非営利活動法人ロージーベル関係団体連絡協議会 

  １０月１９日 認定特定非営利活動法人ロージーベル関係団体連絡協議会 

１１月２３日 県北児童虐待防止シンポジウム  

  ２０２０年 

１月１０日 研修部会企画 3団体合同研修会「活動報告と今後について」 

        講師 ハーティ仙台代表  八幡悦子氏 

           チャイルドラインみやぎ代表  小林純子氏 

           キャプネット・みやぎ代表  村松敦子 

２月 ８日 認定特定非営利活動法人ロージーベル関係団体連絡協議会 

 

 一般社団法人マザー・ウィングよるホームスタート（訪問型子育て支援）事業に相談員を 

 ホームビジターとして 
 

7．情報掲載  

 仙台市 うぇるびぃ ひとり親サポートブック 

大和町子育て情報誌「ぽっかぽか」 

 宮城県自死予防パンフレット「つながりを信じて」 

 仙台市相談機関一覧 ホームページ 掲載 

  

 

８．助成金・寄付 

１）助成金 

 虐待問題を抱えた母親のためのグループ・ワーク 仙台市補助金交付事業 

  ４９５，０００円 

  

２）寄付団体 

日本基督教団北三番丁教会                    １５，０００円 

相談員有志による手芸グループ「青い鳥」            １００，０００円 

社会福祉法人創生会大沢シニアタウン/コカ・コーライーストジャパン  ８，１３５円 
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 ３）物品寄付 

・イオン仙台店 幸せの黄色いレシートキャンペーンより 89，6００円相当物品 

   として事務局のエアコンを贈呈されました。 

  

９．政策提言 

2019 年 

５月 ８日 福島県議会議員懇談 

７月２５日 仙台市から虐待対応要望書に対する回答 

9 月 20 日 仙台市児童相談所 一條所長 懇談 

       宮城総合支所管内個別ケース継続検討会議についての意見交換と地域検証会の要望 

１１月２１日 仙台市議会 社民党議員団懇談 民主フォーラム仙台議員団懇談 

2020 年 

4 月 3 日 自民党市議会 新人議員 仙台市の子ども虐待対応の現状について懇談  

          猪股隆弘議員、田村勝議員、千葉修平議員、内藤良介議員、村岡貴子議員 

 

１０．組織運営  

 

１）会員数   ２０２０年５月現在  

 
   

会員数推移 

 

２０期では長年の課題だった会員会費のクレジット決済を導入しました。PayPalというクレジット決済サービス

会社との契約により比較的安価な手数料で会員の利便性を図り、会員を増やすために新たに維持会員制度を新設

しました。月額 1,000 円という会費で自動引落での決済が可能となりました。予算としては会員を 40 人程増や

す見込みでしたが、10 人程度の増員にとどまりました。 

会員内訳 14期 1５期 １６期 １７期 １８期 １９期 ２０期

個人 160 141 158 162 168 170 182

フラワー 41 31 30 36 34 32 26

団体 6 6 6 5 5 5 5

特別 19 15 15 16 15 14 13

法人 5 4 4 3 3 3 3

学生 0 0 0 0 0 0 0

維持 - - - - - - 5

合計 231 197 213 222 225 224 234

284 271
245

274
258 254259

258
231

197
213
222

225
224 234

0

50

100

150

200

250

300

6期 7期 8期 9期 10期 11期 12期 13期 14期 15期 １６期 １７期 １８期 １９期 ２０期

会員数推移
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科 目 金　　額 参考１９期決算

会 員 会 費 収 入 697,000 667,000

寄 付 献 金 収 入 530,356 235,435

企 画 事 業 収 入 471,400 398,900

そ の 他 の 収 入 0

受 取 利 息 ( 注 １ ) 30 28

前 期 繰 越 金 額 2,799,109 3,323,579

収 入 の 部 合 計 4,497,895 4,624,942

科 目 金　　額 参考１９期決算

販 売 品 仕 入 高 50,400 64,400

雑 給 与 170,850 180,625

企 画 事 業 費 225,373 86,842

交 際 費 / 修 繕 費 ・ 交 際 費 1,770 12,376

旅 費 交 通 費 42,000 53,800

通 信 運 搬 費 597,435 452,718

備 品 ・ 消 耗 品 費 61,194 48,187

事 務 用 品 費 6,284 1,092

印 刷 費 204,594 78,116

水 道 光 熱 費 123,404 115,711

諸 会 費 19,000 24,000

保 険 料 7,800 16,630

研 修 ・ 会 議 費 188,860 127,153

地 代 家 賃 480,000 480,000

支 払 手 数 料 16,354 10,688

特 別 事 業 費 31,554 39,726

雑 費 33,769

次 期 繰 越 金 額 2,271,023 2,799,109

支 出 の 部 合 計 4,497,895 4,624,942

科 目 金　　額 参考１９期決算

85,880 110,913

432,676 687,823

1,553 1,539

1,040,960 865,949

176,083 610,182

27,703 27,703

495,000 495,000

11,168

2,271,023 2,799,109

　一般会計用現金残高

　会費・受講料等振込口座

　一般会計用預金口座

　預金利息

摘 要

  ローズガーデン生花仕入代

　事務所用消耗備品・消耗品

　研修・講座会場費用等

　お土産／香典他

　交通費・駐車料金

キャプネット・みやぎ　第２０期　収支報告書自 ２０１９年　４月　１日　　　　至 ２０２０年　３月３１日

収

入

の

部

一 般 会 計 の 部

摘 要

　個人・団体・法人

　一般寄付

　講演会、講座受講料、テキスト代

残

高

明

細

郵 便 振 替 口 座

郵 便 貯 金

  会計給与　小野精華

　上記以外の収入

七 十 七 銀 行 ３

　その他の経費

  １９母親Ｇ助成金／１８母親Ｇ助成金

　一般会計用預金口座

支

出

の

部

　ボランティア保険

　学会等参加費・旅費

　事務所家賃

　電話・郵送料等

　注１　預金利息は全額一般会計の収入の部に計上いたしました。

仙 台 銀 行 1

　会費収入預け金　Paipal

合 計

　一般・基金併用預金口座の内

　一般・特別併用口座の内

　文具他

　印刷代・コピー代

　１９母親Ｇ自己負担金／１８母親Ｇ自己負担金

　電気・ガス・水道代等

　関係団体会費・参加費

　振込手数料・Paipal手数料

現 金

未 収 入 金

預 け 金

仙 台 銀 行 ２
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一般会計 ２０１９母親Ｇ会計 基金会計 合　　計

会 員 会 費 収 入 697,000 0 697,000

寄 付 献 金 収 入 530,356 0 530,356

企 画 事 業 収 入 471,400 0 471,400

そ の 他 の 収 入 0 0

助 成 金 収 入 495,000 0 495,000

自 己 負 担 金 31,554 0 31,554

収 入 金 額 合 計 1,698,756 526,554 0 2,225,310

期 首 販 売 品 棚 卸 0 0 0 0

販 売 品 仕 入 高 50,400 0 0 50,400

期 末 販 売 品 棚 卸 0 0 0 0

販 売 品 原 価 50,400 0 0 50,400

1,648,356 526,554 0 2,174,910

雑 給 与 170,850 0 170,850

修 繕 費 0 0

企 画 事 業 費 225,373 0 225,373

広 告 宣 伝 費 0 0

謝 金 202,100 0 202,100

交 際 費 1,770 0 1,770

印 刷 費 204,594 0 204,594

旅 費 交 通 費 42,000 163,880 0 205,880

通 信 運 搬 費 597,435 8,300 0 605,735

消 耗 品 費 30,004 5,604 0 35,608

事 務 用 品 費 6,284 0 6,284

支 払 手 数 料 16,354 0 16,354

水 道 光 熱 費 123,404 0 123,404

新 聞 図 書 費 0 0

諸 会 費 19,000 0 19,000

保 険 料 7,800 3,000 0 10,800

パ ー キ ン グ 0 0

機 材 購 入 費 31,190 0 31,190

研 修 ・ 会 議 費 188,860 0 188,860

地 代 家 賃 480,000 0 480,000

寄 付 金 0 0

会 場 賃 借 料 143,670 0 143,670

雑 費 0 0

特 別 事 業 費 31,554 0 31,554

費 用 合 計 2,176,472 526,554 0 2,703,026

△ 528,116 0 0 △ 528,116

他 受 取 利 息 30 0 0 30

△ 528,086 0 0 △ 528,086

2,799,109 0 1,690,000 4,489,109

2,271,023 0 1,690,000 3,961,023

85,880 0 0 85,880

432,676 0 0 432,676

1,553 0 1,690,000 1,691,553

1,040,960 0 0 1,040,960

176,083 0 0 176,083

27,703 0 0 27,703

495,000 0 0 495,000

11,168 0 0 11,168

2,271,023 0 1,690,000 3,961,023

0 0 0 0

0 0 0 0

  注２　１８母親Ｇ助成金は2019.5.28入金されました。　１９母親Ｇ助成金(未収入金)は、一般会計口座に入金予定であります。

郵 便 貯 金

資 産 合 計

負

債

仮 受 金

負 債 合 計

預 け 金

資

産

現 金

仙 台 銀 行 1

仙 台 銀 行 ２

七 十 七 銀 行 ３

郵 便 振 替 口 座

未 収 入 金 ( 注 ２ )

費

用

支

出

の

部

再 差 引 損 益

２ ０ 期 損 益

前 期 繰 越 損 益

未 処 分 損 益

第 ２ ０ 期 合 計 損 益 計 算 書 及 び 貸 借 対 照 表

勘 定 科 目

収

入

の

部

原

価

差 引 損 益
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第 25 回日本子ども虐待防止学会学術集会ひょうご大会 

参加レポート 
 

「虐待防止とロボットの関連性」 

                                     東田美香 

 

今年も日本子ども虐待防止学会へ参加させて頂きました。 

今回の目玉は、なんといっても、マツコ・デラックスさんや黒柳徹子さんのアンドロイドを製作したことで有

名な、大阪大学基礎工学研究科教授・石黒浩さんの特別講演「人と関わるロボットの研究」でした。何故、虐待

防止学会でロボット研究の話？と思われるかもしれませんが、石黒さんは、ロボットを使った小学校におけるい

じめの研究を 17 年前に行っているそうです。 

ロボットの研究をすることによって、逆説的に人間とは何か、感情・意識とは何かということを考えるように

なるとか。石黒さんはご自身のアンドロイドも作っているのですが、それをチリに送り、大統領と会話させてき

たところ、後日、大統領と直接会った時に、親しげに話しかけられたそうです。大統領としては、既に石黒さん

と会ったことがあると感じているのですが、石黒さん本人は、初めてお会いするわけです。そうすると、チリで

大統領と話したのは私なのか？私でないとしたら、私とは何か？という、アイデンティティの本質に迫らざるを

得ない、ということです。また、ロボットが人型なのにはとても意味があって、スマホやパソコンと比べて、よ

り多くの情報が頭に入るそうです。例えば、大手学習教材会社と共同で行った家庭教師ロボットの研究では、タ

ブレット学習や、人間の家庭教師などと比較したところ、ロボット家庭教師と勉強した時が一番成績が上がった

そうです。また、自閉症の子どもが、対話ロボット相手だと会話が増えたり、高齢者がロボットを相手に話をす

ると認知症の進行が止まったり、大学の講義中に、学生が自分のスマホに教授への質問を入力しロボットに送る

という方式を取ると、質問が 5倍増えるという例もありました。石黒さん曰く、「人間にとって一番理想的なイ

ンターフェースは人間であり、人間を取り巻くロボットや情報メディアは、少なくとも部分的には人間らしくな

るべき」ということです。わかったようなわからないような話ですが（笑）、講演の中で流れた数々の実証映像を

見て、驚きと新しい世界への期待で胸が躍りました。 

我々キャプネットが最も関心を寄せる、虐待防止の観点からは、家庭の中にロボットを入れるメリットが話さ

れました。虐待は家庭という密室の中で起きるわけですが、だからといって監視カメラを設置し、24 時間見張

るわけにはいきません。でも、ロボットであれば、家の中に入れることに抵抗を感じることは少ないですし、普

段は親や子どもの話し相手になったり、危険な状況に陥ったら通報するという機能をつけられるわけです。こう

なってくると、キャプネットの存在意義はなんだろう？と、やはりアイデンティティについて深く考察する必要

が生じてきます。人間でなければできないこと、それを考えていかなければならないな、と思いながら、講演を

聴きました。 

石黒さん曰く、「考える」ことが人間にとって一番重要なことであり、人間が人間らしい生活を送るために、ロ

ボットを活用するということです。あと数年で完全自動運転の車ができるという話もありますし、シンギュラリ

ティ到達という、子どもの頃にマンガで読んだ世界が近づいているのを感じます。一方で、我々キャプネットが

日々直面している虐待というものは、非常に人間らしい、いわばアナログな事象です。このギャップはなんなの

だろう？と悩むこともありますが、石黒さんが開発なさるかもしれない虐待防止ロボットをはじめとするロボッ

トやAI が、問題解決の糸口になることを心から期待しています。我々も、ロボットに駆逐されないように、がん

ばりましょう！ 

 

 

 

石黒氏が考案した「Hugvie（ハグビー）」は人間をイメージさせる最もシンプルな形状をした、 

音声通信機用ホルダ付きのクッション型メディア。ハグして通話すると親近感が増す効果がある。 
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第 25 回日本子ども虐待防止学会学術集会ひょうご大会 

 キャプネット・みやぎ パネル展示 
 

 

 

 

 

虐待家族への

サポート資源

にもっと予算

と人手を！ 

悲惨な虐待事象

が起こる 

低予算での現状

分析のため、数

値目標を掲げた

基本計画による

対策はない 

予算がつかな

い理念法 改

正や通達、指針

で対策とする 

1６万件を超

える対応件数

に追いつかな

い予算と人員 

市町村、家庭裁

判所、母子保健

等関係機関を 

増やすが責任の

所在は薄くなる 

対応の現場は人

手不足のまま兼

務が増える 

職責ではない努

力義務なので実

効性ある対応は

できない 

基幹となる児

童相談所に専

門性が担保さ

れていない 

対策の悪
循環 
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毎週木曜日母親グループ 

毎月第２土曜日相談員定例会 

 

 

 

       

１月 １０日 ハティー仙台 チャイルドラインみやぎ キャプネット・みやぎ 

       合同研修会 

 １１日 運営委員会 

 １７日 大和町虐待防止対策地域連絡協議会代表者会議 

 １８日 第 21期電話相談員オリエンテーション 

 ２４日 のびすく泉中央 がんばらない子育て講座 講師派遣 

 ２９日 宮城県子ども虐待対策連絡協議会 

 ３０日 多賀城市要保護児童対策地域協議会実務者会議 

 

      2 月  ８日 相談員懇親会 

１２日 富谷市要保護児童対策地域協議会 実務者会議 

１３日 吉成・南吉成地域子育て支援ネットワーク拡大研修会 講師派遣 

２０日 地域みっちゃく生活情報誌 とみいず 取材 

２２日 運営員会 

         ２５日 青葉区宮城総合支所要保護児童対策地域協議会 実務者会議 

         ２７日 若林区要保護児童対策地域協議会 実務者会議 

         ２８日 宮城野区保護児童対策地域協議会 実務者会議 

 

      ３月  ２日 太白区要保護児童対策地域協議会 実務者会議 

 １４日 運営委員会 

 ３０日 のびすく仙台 スタッフ研修 講師派遣 

      

４月  ３日 仙台市議会 自民党若手議員懇談会 

    

６月 １３日 運営委員会 

   ２５日 県議会議員自民党会派勉強会 

   ３０日 青葉区要保護児童対策地域協議会 実務者会議 

 

  新型コロナウイルス感染対策のため４月２０日〜５月６日まで電話相談活動休止、 

  母親グループは４月９日〜５月２８日まで休止しました。 

 

 

 

 

 

 

 

２０２０年１月～６月 

活動報告 
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虐待問題に関わる、すべての方のために公開講座として開催します。 

希望する講座のみの受講も受け付けます。 

また、関係機関の研修としてもお役立てください。 

日時 講師名 講座内容 会場 

9 月 19 日 （土） 

10:00～12:00 

弁護士 

村松 敦子 

子ども虐待とは 

キャプネットみやぎ

の活動について 

仙台市シルバーセンター 

研修室３ 

9 月 19 日 （土） 

13:30～15:30 

東北会病院院長 

精神科医 石川  達 
虐待者の支援 

仙台市シルバーセンター 

研修室３ 

10 月3日 （土） 

10:00〜12:00 

ワナクリニック 

カウンセラー 

大和田 誠子 
自分を知るワーク 

仙台市シルバーセンター 

研修室２ 

10 月 17日（土） 

10:00〜12:00 

仙台市立病院副院長 

小児科医 村田 祐二 
虐待の要因と背景 

仙台市シルバーセンター 

研修室２ 

10 月 17日（土） 

13:30〜15:30 

東北会病院 

ソーシャルワーカー 

鈴木 俊博 

虐待防止の制度と 

資源 

仙台市シルバーセンター 

研修室２ 

 

 
募 集 要 項 

実際にボランティアを希望なさる方、あるいはボランティアはできないが関心のある方等、どなたでも受講で
きる公開講座です。受講に際して資格・経験等の条件は一切ございません。ただし､ボランティアをご希望なさ
る方は上記５回の公開講座後、作文１次選考させていただいたうえで（ロールプレイ等）の専門講座（別料金
5,000 円）を受講していただき、こちらの最終審査による採用となりますので予めご了承ください。 
受 講 料     １講座   ２,０００ 円    

         全講座  １０,０００ 円 

応 募 方 法  
FAX申込用紙に必要事項を記入の上事務局までFAXまたはメールで送信後、締切り期日までに郵便局か

ら下記の郵便振替口座に受講料をお振込み下さい。なお振込用紙の通信欄に基礎講座受講料と明記し、振

込領収証を受講日初日にお持ち下さい。他に申込手続きは一切不要です。(振込には若干の手数料がかかり

ますので予め御了承下さい） 

       郵便振替口座番号 ０２２７０－９－４３６５７ 

       口座名義 子ども虐待防止ネットワーク・みやぎ 

一旦お申込後の取り消し返金はできませんのでご了承ください。 

応募締切 ２０２０年９月５日（土） 

左記の事項を明記してメールでも受付けます。  

お問合せ キャプネット・みやぎ 事務局 

 〒980-0812 仙台市青葉区片平 1-5-20-5F 半澤・村松法律事務所内 

TEL/FAX０２２－２６５－８８６７(TELは月〜土 10 時〜13時)  

mail  zimukyoku@capnetmiyagi.org 
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子ども虐待防止ネットワーク・みやぎ 

〒980-0812 宮城県仙台市青葉区片平 1-5-20-5F  

    半澤・村松法律事務所内 

TEL／FAX 022-265-8867   

mail  zimukyoku@capnetmiyagi.org 

URL  http://capnetmiyagi.org 

＜個人会員＞ 
早川有卦子 原容子 倉澤良太郎 山内一成 山内礼子 大塚涼子 亘理弘子 墨井豊子 高橋禎子 

須藤真由美 遠藤やす子 木内聡子 浅野弘毅 大塚正宸 片倉由美子 奥平よう子 齋藤和之  
高橋晃子 佐々木きよえ 兵藤文 伊藤通子 村上美樹 小川たえ子 平井美和子 栗原千枝子  
葦名深雪 菅野幸子 花島伸行 佐藤和美 甘糟郁 畑中智慧子 藤野玲子 佐藤せつ子 渡邉文子 
佐藤祐子 三浦摂郎 神馬若葉 小座間道子 矢嶋加代子 齋藤一枝 佐竹節子 加藤真由美  
古積路子 小野敦子 小野精華 内田正之 蛯名隆三 荒中 大塚憲治 安部紀司 田中千鶴子 
浅野孝雄 福田一彦 千葉敏子 大内真理 佐藤わか子 長谷川淳子 中野憲司 御供宏子  
金澤貴彦 佐々木誠治 横山浩之 海隅真由美 三星亜子 山田かつ子 松田雅子 遠藤克子 
古仲正子  
 
＜フラワー会員＞ 
岩井紘子 菅原陽子 今井明 穂積雅美  
 
＜団体会員＞ 
医療法人社団静実会  
 
＜法人会員＞ 
社会福祉法人仙台キリスト教育児院 東北会病院  
 
＜特別会員＞ 
星毅 さとう宗幸 ワナ・クリニック 村田祐二 大沼セツ子 
 
＜維持会員＞ 
鈴木俊博 及川千恵子 東田美香 高木ひろ子 善積則子 齋藤智子 長嶋治夫 加藤裕子  
 
＜ご寄付＞ 
青い鳥の会 村松敦子 及川千恵子 鈴木俊博 仙台北三番丁教会 木内聡子 仙台松陵教会  
岩城利充 渡邉文子 泉大沢シニアタウン 志賀野宏 善積則子 岩本幸子 天野恵美子 伊藤正広 
浅野孝雄 高橋さかえ 亘理教会・八木山有志オリーブの会 古仲正子  

 

 

 

 

 
 

 

 

 

会員更新 ご寄附 ありがとうございました。 
    ２０１９年１２月～２０２０年６月 順不同 敬称略 


